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1.　寒天平板拡散法の短所として，発育帯が鮮明でな

いことが数種ビタミンの検定に際して指摘され，これを

明瞭ならし め る方法とし てUsdin のTetrazolium

Bioautography  以 来，一般にテトラソ リ ウ ム塩が用い

られている。私共は，酸化還元系色素のResazurin  （R

ＳＺ）をカップ法に応用し，発育円を明瞭にすると共に本

法の手技をより簡素にしたいと考えた。

2. 供試ビタミン：ビタミンBi ，供試検定菌１ Lacto

bacillus ferntenti, 供試 培地: 前 培養培地及 び定 量 用

培地

まず，検定菌が好気的条件においてRSZ を還元して

担赤色ないし無色とする理化学的条件を検討し，ついで

カップ法の利用を試みた。

3.    L. fermenti  かRSZ の還元に必要な基礎条件と

して, (1)有機的環境。(2)還元の至適pH は5.6－6.0.(3 ）

至 適温度は45 °C－50 °C付近。(4)対数増殖期のYoung

cell が最大の還元能を示すことが明らかにされた。(5)li!,

上 の条件を加味してRSZ をカ ップ法に応用すると，従

来の方法に比して増殖円か明瞭となりテトラソリウム塩

よりもその手技がより簡便となる。


